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《
二
〇
一
五
年
十
二
月
十
七
日
開
催　

講
演
会
「
災
害
と
日
本 

第
五
回
」
要
旨
》

二
〇
世
紀
初
頭
、
太
平
洋
を
は
さ
ん
だ
二
つ
の
災
害

土
田
　
宏
成

は
じ
め
に

二
〇
世
紀
の
初
頭
、
日
米
は
そ
れ
ぞ
れ
凶
作
と
震
災
と
い
う
大
き
な

自
然
災
害
に
遭
遇
し
た
。
一
九
〇
五
年
秋
、
日
本
の
東
北
地
方
は
、
天

保
の
飢
饉
以
来
と
い
わ
れ
る
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
。
日
露
戦
争
の
負

担
に
耐
え
て
い
た
人
々
の
生
活
は
、
い
っ
そ
う
厳
し
い
状
況
に
追
い
込

ま
れ
た
。
彼
ら
を
救
う
べ
く
、
義
援
金
の
募
集
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
外

国
か
ら
の
も
の
で
は
、
特
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
多
額
の
義
援
金
が
届
い

た
。
こ
の
東
北
地
方
大
凶
作
を
め
ぐ
る
動
き
を
、
国
の
内
外
に
お
い
て

共
同
で
行
わ
れ
た
災
害
救
援
と
し
て
は
最
初
の
大
き
な
事
例
と
位
置
づ

け
る
見
解
も
あ
る（

（
（

。

日
本
の
東
北
を
支
援
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
一
九
〇
六
年
四

月
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
大
地
震
が
襲
う
。
今
度
は
日
本
か
ら
ア
メ

リ
カ
に
義
援
金
が
送
ら
れ
た
。
日
本
か
ら
の
義
援
金
は
、
ど
の
国
か
ら

の
義
援
金
よ
り
も
多
く
、
外
国
か
ら
の
義
援
金
の
半
分
以
上
を
占
め

た
。災

害
を
通
じ
た
日
米
交
流
は
、
当
時
の
日
米
関
係
の
良
好
さ
を
示
す

が
、
い
っ
ぽ
う
で
地
震
被
災
地
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
日
本
人
移
民

排
斥
の
動
き
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
は
、

日
本
人
学
童
隔
離
の
た
め
の
口
実
と
し
て
も
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
講
演
で
は
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
社
会
や
国
際
関
係
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
災
害
の
事
例
を
通
じ
て
考
え
る
。

ま
ず
は
当
時
の
日
米
関
係
か
ら
確
認
し
よ
う
。
一
九
〇
四
（
明
治
三

七
）
年
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し
、
日
本
は
イ
ギ
リ
ス
（
日
英
同
盟
）
や

ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
受
け
て
戦
っ
た
。
一
九
〇
五
年
九
月
に
は
、
ア
メ

リ
カ
大
統
領
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
仲
介
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ハ

ン
プ
シ
ャ
ー
州
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
、
日
露
講
和
条
約
が
結
ば
れ
る
。

と
こ
ろ
が
日
本
が
日
露
戦
争
に
勝
利
し
、
東
ア
ジ
ア
に
勢
力
圏
を
築

き
始
め
る
と
、
ア
メ
リ
カ
に
日
本
に
対
す
る
警
戒
心
が
生
じ
て
く
る
。

―
―
一
九
〇
五
～
〇
六
年
、
東
北
地
方
大
凶
作
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
に
み
る
国
際
関
係
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そ
れ
が
、
白
人
た
ち
の
人
種
偏
見
や
日
本
人
移
民
に
よ
っ
て
職
を
奪
わ

れ
た
と
す
る
思
い
込
み
と
結
び
つ
き
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
日
本
人

移
民
排
斥
の
動
き
も
起
き
始
め
た
。

日
米
関
係
が
友
好
関
係
か
ら
競
合
・
対
抗
関
係
に
移
行
し
つ
つ
あ
る

転
換
期
に
、
こ
れ
ら
の
災
害
は
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
東
北
の
凶
作
に
つ
い
て
。
東
北
は
た
び
た
び
天
候
不
順
に
よ

る
凶
作
を
経
験
し
て
き
た
が
、
明
治
～
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
北
（
一

八
六
八
～
一
九
四
五
年
）
ま
で
に
も
、
一
八
六
九
年
、
一
九
〇
二
年
、

一
九
〇
五
年
、
一
九
一
三
年
、
一
九
三
四
年
、
一
九
四
一
年
、
一
九
四

五
年
と
た
び
た
び
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
こ
こ
で
扱
う
一
九

〇
五
年
と
、
一
九
一
三
年
の
凶
作
が
特
に
被
害
が
大
き
く
、
江
戸
時
代

三
大
飢
饉
の
一
つ
で
あ
る
天
保
の
飢
饉
（
一
八
三
三
～
三
六
年
）
以
来

の
大
凶
作
と
い
わ
れ
る（

（
（

。

１　

一
九
〇
五
年
の
凶
作
と
そ
の
救
済
活
動

日
露
戦
争
の
終
結
も
近
づ
い
た
一
九
〇
五
年
夏
は
雨
が
多
か
っ
た
。

そ
の
た
め
低
温
、
日
照
不
足
な
ど
に
よ
り
米
の
収
穫
が
激
減
し
た
。
岩

手
、
宮
城
、
福
島
の
東
北
三
県
の
打
撃
は
特
に
ひ
ど
く
、
平
年
に
比

べ
、
宮
城
県
で
八
七
％
減
、
福
島
県
で
七
六
％
減
、
岩
手
県
で
六
六
％

減
と
い
う
深
刻
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
な
く
と
も
、
日
露
戦
争
の

た
め
に
働
き
手
を
と
ら
れ
、
増
税
の
負
担
に
耐
え
て
い
た
農
民
の
生
活

は
、
た
ち
ま
ち
困
窮
し
た
。

そ
れ
に
対
す
る
行
政
の
救
済
策
は
、
土
木
工
事
、
耕
地
整
理
、
桑
園

開
墾
、
植
林
な
ど
、
農
民
に
仕
事
を
与
え
る
と
と
も
に
将
来
の
産
業
振

興
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
有
林
の
木

材
を
安
く
払
い
下
げ
て
製
炭
を
奨
励
し
た
ほ
か
、
税
金
を
免
除
す
る
な

ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。

著
し
く
生
活
に
困
窮
し
た
者
に
対
し
て
は
食
料
や
生
活
品
の
給
与
も

行
わ
れ
た
が
、
行
政
は
金
品
を
給
付
す
る
よ
り
も
、
仕
事
を
与
え
、
収

入
を
得
さ
せ
る
こ
と
を
救
済
の
基
本
方
針
と
し
た（

（
（

。

深
刻
な
飢
饉
に
際
し
て
、
義
援
金
（
品
）
の
募
集
が
広
く
行
わ
れ

た
。
金
額
の
大
き
な
義
援
金
（
品
）
と
し
て
は
、
天
皇
・
皇
后
か
ら
五

万
円（

（
（

、
ア
メ
リ
カ
か
ら
約
五
〇
万
円
（
赤
十
字
を
通
じ
た
も
の（

（
（

）、
清

（
中
国
）
の
皇
太
后
（
西
太
后
）
か
ら
約
一
五
万
円
、
タ
イ
国
王
か
ら

米
約
四
六
〇
〇
ピ
ク
ル
（
一
ピ
ク
ル
＝
約
六
〇
キ
ロ
）
が
あ
っ
た
。

宗
教
団
体
ほ
か
の
民
間
団
体
の
義
援
金
募
集
活
動
も
活
発
で
あ
っ

た
。
ま
ず
東
北
在
住
の
外
国
人
宣
教
師W

illiam
 Lam

pe

、J. H
. D

e 
Forest

ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
たT

he Foreign Com
m

ittee of 
Relief for the Fam

ine in N
orth Japan

（
外
国
人
凶
作
救
済
会
）

の
活
動
が
重
要
で
あ
る（

（
（

。
彼
ら
は
、
日
本
在
住
の
外
国
人
の
み
な
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
国
に
も
義
援
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
そ

れ
へ
の
反
応
は
大
き
く
、
一
九
〇
六
年
二
月
に
は
、
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に
対
し
て
日
本
へ
の
募
金
を
呼
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二〇世紀初頭、太平洋をはさんだ二つの災害

び
か
け
、
前
述
の
よ
う
な
多
額
の
義
援
金
に
つ
な
が
っ
た
。
各
委
員

は
、
被
災
地
を
訪
問
し
、
義
援
金
を
配
分
し
た
。
仙
台
市
の
キ
リ
ス
ト

教
各
派
の
日
本
人
牧
師
ら
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
東
北
凶
作
救
済

会
」
も
、
彼
ら
と
連
携
し
て
い
た
。

仏
教
団
体
で
も
、
仙
台
市
の
仏
教
団
体
に
よ
る
「
各
宗
協
同
救
済

会
」、
宮
城
・
福
島
・
岩
手
県
の
仏
教
団
体
の
連
合
に
よ
る
「
東
北
三

県
各
宗
連
合
救
済
会
」
な
ど
が
組
織
さ
れ
、
義
援
金
の
募
集
が
行
わ
れ

た
。
各
宗
派
も
そ
れ
に
協
力
、
ま
た
は
独
自
の
支
援
を
行
っ
た（

（
（

。
け
れ

ど
も
、
仏
教
団
体
は
キ
リ
ス
ト
教
団
体
ほ
ど
、
統
一
的
な
行
動
が
と
れ

な
か
っ
た
た
め
、
信
徒
数
、
施
設
数
が
多
い
わ
り
に
は
、
そ
の
存
在
感

を
示
せ
な
か
っ
た
。

真
言
宗
の
専
門
誌
『
六
大
新
報
』
一
三
六
号
（
一
九
〇
六
年
三
月
一

一
日
）
の
雑
報
欄
に
掲
載
さ
れ
た
「
東
北
飢
饉
救
済
に
就
て
」
で
は
、

「
基
督
教
徒
の
如
き
は
気
脈
を
通
じ
、
同
一
歩
調
を
以
て
救
済
の
事
に

従
ひ
居
る
を
以
て
、
義
捐
金
及
救
済
事
業
等
大
に
人
目
を
引
く
も
の
あ

る
も
仏
教
徒
は
各
自
思
ひ
〳
〵
に
救
済
に
従
ひ
居
る
を
以
て
（
事
実
は

基
督
教
徒
已
上
の
働
き
を
為
し
つ
ゝ
あ
る
も
）
自
然
基
督
教
徒
に
後

る
ゝ
の
観
な
き
能
は
ず
」
と
し
て
、
我
々
も
個
別
に
直
接
送
金
せ
ず

に
、
な
る
べ
く
仏
教
団
体
に
送
ろ
う
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
団

体
に
あ
せ
り
を
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
団
体
の
協
調
態
勢
が

際
立
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

宗
教
団
体
の
ほ
か
に
も
、
東
北
三
県
出
身
の
旧
藩
主
、
貴
族
院
議

員
、
衆
議
院
議
員
を
中
心
と
す
る
「
東
北
三
県
救
恤
会
」
が
あ
っ
た
。

委
員
長
は
仙
台
出
身
の
富
田
鉄
之
助
（
元
日
銀
総
裁
、
貴
族
院
議
員
）

で
、
東
京
の
各
新
聞
社
も
協
力
し
た
。
一
九
〇
六
年
四
月
一
〇
日
の
解

散
ま
で
に
、
約
一
七
万
七
千
円
を
取
り
扱
っ
た（

（
（

。

２　

ア
メ
リ
カ
へ
の
感
謝

大
統
領
自
ら
が
ア
メ
リ
カ
国
民
に
義
援
金
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
、

多
額
の
義
援
金
が
赤
十
字
社
ほ
か
を
通
じ
て
日
本
に
届
け
ら
れ
た
こ
と

は
、
日
本
で
大
き
な
感
謝
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、『
東

京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
六
年
二
月
一
七
日
（
朝
刊
）
の
「
米
国
大
統
領

土田宏成
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と
飢
饉
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〔
前
略
―
引
用
者
注
〕
米
国
の
ロ
オ
ズ
ヹ
ル
ト
大
統
領
は
日
本
飢

饉
に
対
す
る
救
恤
義
捐
金
を
米
国
民
に
勧
め
た
る
由
。
誠
に
以
て

驚
喜
の
次
第
な
り
。
其
最
親
最
善
の
一
友
国
の
た
め
に
す
る
其
仁

侠
、
殆
ど
感
謝
に
辞
な
く
、
飢
饉
地
の
窮
民
が
必
ず
之
に
依
り
て

精
神
的
に
物
質
的
に
欣
慰
蘇
活
す
可
き
こ
と
を
信
じ
て
疑
は
ざ
る

吾
人
に
於
て
は
、
固
よ
り
謹
ん
で
其
同
情
を
受
く
可
き
こ
と
を
答

ふ
る
の
外
な
く
、
ロ
オ
ズ
ヹ
ル
ト
大
統
領
の
聞
く
と
聞
か
ざ
る
と

に
論
な
く
此
意
を
紙
上
に
開
陳
す
る
の
義
務
に
従
事
す
る
を
栄
と

す
。〔
後
略
〕

ほ
と
ん
ど
感
謝
の
言
葉
も
な
い
、
被
災
者
が
心
身
と
も
に
癒
や
さ
れ

る
、
感
謝
の
気
持
ち
を
紙
上
に
述
べ
る
こ
と
を
光
栄
に
思
う
と
い
う
よ

う
に
、
最
大
級
の
謝
意
を
表
現
し
て
い
る
。

日
本
政
府
も
ア
メ
リ
カ
の
厚
意
を
生
か
し
た
救
済
を
行
う
よ
う
現
場

に
指
示
し
て
い
た
。
第
一
次
西
園
寺
公
望
内
閣
の
原
敬
内
務
大
臣
は
、

三
月
一
日
に
次
の
よ
う
に
宮
城
県
に
訓
示
し
て
い
る
。

今
回
東
北
地
方
凶
歉
に
際
し
、
米
国
大
統
領
は
特
に
深
厚
の
同
情

を
寄
せ
ら
れ
、
難
民
の
食
糧
に
困
難
せ
る
も
の
を
救
恤
す
る
の
目

的
を
以
て
、
国
中
に
檄
し
て
義
捐
金
を
募
集
し
、
其
取
扱
を
米
国

赤
十
字
社
に
命
ぜ
ら
れ
、
同
社
よ
り
更
に
其
配
賦
方
を
本
邦
赤
十

字
社
に
委
托
せ
ら
れ
た
る
に
付
き
、
松
方
〔
正
義
〕
日
本
赤
十
字

社
長
よ
り
申
請
の
次
第
も
有
之
、
就
て
は
該
金
円
は
到
着
の
時
々

可
及
送
附
候
。
大
統
領
並
に
募
集
の
任
に
膺
り
た
る
米
国
赤
十
字

社
の
好
意
と
米
国
民
の
義
気
と
を
諒
し
、
以
て
米
国
上
下
の
趣
旨

の
在
る
所
を
県
下
に
周
知
せ
し
め
、
最
鄭
重
に
最
迅
速
に
之
を
取

扱
ひ
、
努
め
て
其
厚
誼
に
背
か
ざ
ら
ん
こ
と
を
期
す
べ
し（

（
（

。

食
糧
に
困
っ
て
い
る
人
々
を
救
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の

大
統
領
、
赤
十
字
社
、
国
民
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
そ
れ
を
県
下
に
周

知
さ
せ
、
も
っ
と
も
鄭
重
、
迅
速
に
義
援
金
を
扱
い
、
そ
の
親
切
な
気

持
ち
に
背
か
な
い
よ
う
に
、
と
指
示
し
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
に
ア
メ
リ

カ
の
義
援
金
は
、
困
窮
者
へ
の
食
糧
支
援
に
回
さ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
で
、
特
に
熱
心
に
東
北
凶
作
問
題
を
報
じ
、

義
援
金
の
募
集
に
貢
献
し
た
の
が
、Christian H

erald

紙
で
あ
っ
た
。

そ
の
功
績
に
対
し
て
日
本
政
府
は
、
一
九
〇
七
年
四
月
に
同
紙
の

Louis K
lopsch

に
勲
章
を
贈
っ
て
い
る（

（1
（

。

３　

一
九
〇
六
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
地
震
と
日
本
の
支
援

ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
に
義
援
金
が
届
き
始
め
て
い
た
四
月
一
八
日
、

太
平
洋
の
対
岸
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
中
心
と
す
る
地
域
を
大
地
震

が
襲
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
地
質
調
査
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
七
・
七
～
八
・
三
と
推
定
さ
れ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
は
地
震
の
揺
れ
と
大
火
災
に
よ
っ
て
、
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
っ

た
。
こ
の
震
災
に
よ
る
直
接
、
間
接
の
死
者
は
三
千
人
を
超
え
る
と
さ
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二〇世紀初頭、太平洋をはさんだ二つの災害

れ
、
二
万
八
千
の
建
物
が
破
壊
さ
れ
た（

（1
（

。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
の
知
ら
せ
を
受
け
た
日
本
で
は
、
ア
メ
リ

カ
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ
た
。
義
援
金
は
も
ち
ろ
ん
、

実
現
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
病
院
船
を
派
遣
し
よ
う
と
す
る
構
想
ま
で

あ
っ
た
。
そ
の
際
、
日
本
の
政
府
も
民
間
も
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
周

辺
に
日
本
人
移
民
が
多
い
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
日
本
人
だ
け
で

な
く
広
く
一
般
市
民
を
対
象
と
す
る
支
援
を
考
え
て
い
た（

（1
（

。

地
震
発
生
か
ら
ま
も
な
い
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
六
年
四
月
二

二
日
朝
刊
の
「
友
邦
の
非
常
災
害
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。〔

前
略
〕
吾
人
は
世
界
の
地
震
国
の
住
民
と
し
て
特
に
同
情
を
傾

け
ざ
る
能
は
ず
。
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
州
が
我
同
胞
の
大
寄
留

地
た
る
を
や
。
世
界
を
一
家
視
す
る
人
道
の
上
よ
り
は
勿
論
、
我

国
民
的
関
係
よ
り
し
て
も
決
し
て
此
地
の
大
災
害
を
余
処
に
見
る

可
か
ら
ず
。
且
顧
み
る
に
列
国
中
最
も
罹
災
地
に
近
邇
す
る
は
我

日
本
な
り
。
差
当
り
て
の
救
済
扶
助
に
関
し
て
も
、
他
に
比
す
れ

ば
則
ち
及
び
易
し
。
吾
人
は
我
官
民
が
意
を
此
に
致
し
て
応
急
の

手
段
を
執
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
。
我
東
北
の
飢
饉
に
当
り
て
は
、

ロ
オ
ズ
ヹ
ル
ト
大
統
領
は
他
に
率
先
し
、
檄
文
を
発
し
て
米
国
民

の
救
済
扶
助
を
促
し
た
り
。
其
効
果
は
吾
人
が
現
に
目
視
す
る
所

の
如
し
。
同
情
に
酬
ゆ
る
に
は
同
情
を
以
て
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

其
同
情
の
国
民
的
若
く
は
国
家
的
な
り
し
に
対
し
て
は
、
亦
之
に

酬
ゆ
る
に
国
民
的
若
く
は
国
家
的
を
以
て
す
る
を
要
す
〔
後
略
〕

日
本
が
「
世
界
の
地
震
国
」
で
あ
る
と
い
う
自
覚
、
被
災
地
で
あ
る

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
日
本
人
移
民
が
多
い
こ
と
、
太
平
洋
を
隔
て
て
接

す
る
地
理
的
な
関
係
、
東
北
大
凶
作
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
が
示
し
て
く

れ
た
特
別
な
同
情
を
指
摘
し
、
日
本
は
国
を
挙
げ
て
ア
メ
リ
カ
を
支
援

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。

で
は
ア
メ
リ
カ
側
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
当
初
、

外
国
の
支
援
は
謝
絶
す
る
と
の
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
日

本
の
国
を
挙
げ
て
の
ア
メ
リ
カ
を
助
け
た
い
と
い
う
熱
心
さ
が
、
ア
メ

リ
カ
政
府
の
方
針
を
変
更
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
、
外

国
の
義
援
金
と
し
て
最
初
に
受
け
入
れ
た
の
が
、
日
本
か
ら
の
義
援
金

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
か
ら
の
義
援
金
二
四
万
六
千
ド
ル
は
、
二
位
の
カ
ナ
ダ
か
ら
の

義
援
金
一
四
万
四
五
〇
〇
ド
ル
を
遥
か
に
上
回
り
、
外
国
か
ら
の
義
援

金
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
熱
心
さ

に
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
友
好
と
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、
ア
メ
リ

カ
、
特
に
日
本
人
移
民
排
斥
の
動
き
の
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お

け
る
日
本
や
日
本
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
し
た
い
と
い
う
ね
ら

い
も
含
ま
れ
て
い
た（

（1
（

。

義
援
金
以
外
に
も
地
震
学
者
・
大
森
房
吉
に
よ
る
学
術
的
貢
献
も

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
日
本
の
近
代
的
な
地
震
学
は
、
明
治
時
代
に
他
の

近
代
科
学
と
同
様
に
来
日
し
た
外
国
人
（「
お
雇
い
外
国
人
」）
の
協
力
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に
よ
っ
て
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
。
地
震
学
の
場
合
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の

ミ
ル
ン
（M

ilne

）
が
「
日
本
地
震
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
地
震
国
で
あ
る
日
本
で
、
日
本
人
の
手
に
よ
っ
て
地
震
学
は
発

達
を
遂
げ
て
い
く（

（1
（

。
ミ
ル
ン
の
下
で
学
ん
だ
大
森
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留

学
を
経
て
、
一
八
九
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
（
現
・
東
京
大
学
）
地
震

学
講
座
の
教
授
と
な
り
、
地
震
学
を
リ
ー
ド
し
た
。
新
型
の
地
震
計

（
大
森
式
地
震
計
）
を
開
発
し
た
り
、
地
震
に
関
す
る
公
式
（
大
森
公

式
）
を
見
出
す
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
績
が
あ
る
。

大
森
は
一
九
〇
六
年
五
月
に
日
本
政
府
に
よ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
大
地
震
の
調
査
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
現
地
で
は
「W

orld's 
Greatest Seism

ologist

」（
世
界
で
最
も
偉
大
な
地
震
学
者
）
と
し

て
扱
わ
れ
た
。
大
森
は
、
大
き
な
地
震
は
同
じ
場
所
で
短
期
間
に
連
続

し
て
起
こ
る
こ
と
は
な
い
、
と
述
べ
、
人
々
の
不
安
を
抑
え
る
役
割
を

果
た
し
て
い
る（

（1
（

。

お
わ
り
に

日
露
戦
後
の
凶
作
と
震
災
を
め
ぐ
る
日
米
の
助
け
合
い
は
、
両
国
の

絆
を
深
め
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
震
災
後
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

で
は
、
そ
う
し
た
日
米
の
友
好
を
損
な
い
か
ね
な
い
事
件
も
発
生
し

た
。地

震
発
生
前
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
、
人
種
偏
見
に
基
づ

い
て
、
日
本
人
学
童
を
一
般
学
校
か
ら
排
除
し
、
東
洋
人
学
校
に
隔
離

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
現
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
地
震
か
ら
六
ヵ
月
後

の
一
九
〇
六
年
一
〇
月
、
震
災
で
校
舎
が
壊
れ
て
収
容
能
力
が
小
さ
く

な
っ
た
こ
と
を
口
実
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
が
日
本
人
学
童
の
隔

離
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
側
の
抗
議
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
が
介
入
し
、
日
本
人

移
民
の
制
限
を
条
件
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
に
日
本
人
学
童
の
隔

離
を
撤
回
さ
せ
た（

（1
（

。
こ
う
し
て
危
機
は
回
避
さ
れ
た
が
、
日
本
人
移
民

問
題
は
そ
の
後
も
日
米
間
の
懸
案
で
あ
り
続
け
た
。

こ
の
よ
う
に
大
規
模
な
自
然
災
害
の
影
響
を
み
る
こ
と
で
、
当
時
の

社
会
状
況
や
国
際
関
係
を
よ
り
深
く
、
一
般
の
人
々
の
立
場
か
ら
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
東
北
地
方
大
凶
作
と
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
大
地
震
に
関
わ
る
資
料
は
、
内
外
に
残
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

註（
１
）M

. W
illiam

 Steele, T
he Great N

orthern Fam
ine of 

1905-1906:T
w

o Sides of International A
id,　

『
ア
ジ
ア
文

化
研
究
』
三
九
（
二
〇
一
三
年
三
月
）。

（
２
）
農
研
機
構
水
稲
冷
害
研
究
チ
ー
ム
「
図
説
：
東
北
の
稲
作
と

冷
害
」
の
「
凶
冷
」　
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二〇世紀初頭、太平洋をはさんだ二つの災害

（http://w
w

w
.reigai.affrc.go.jp/zusetu/reigai/kako/kyorei.

htm
l

、
閲
覧
日
：
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
三
日
）。

（
３
）
宮
城
県
編
・
発
行
『
明
治
三
十
八
年
宮
城
県
凶
荒
誌
』（
一
九

一
六
年
）。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
閲
覧

可
能
。

（
４
）
宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀
』
第
一
一
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七

五
年
）。

（
５
）
日
本
赤
十
字
社
編
・
発
行
『
人
道
―
そ
の
歩
み　

日
本
赤
十

字
社
百
年
史
』（
一
九
七
九
年
）。

（
６
）
仙
台
基
督
教
育
児
院
八
十
八
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
仙
台
基

督
教
育
児
院
八
十
八
年
史
』（
仙
台
基
督
教
育
児
院
、
一
九
九
四

年
）、
前
掲T

he Great N
orthern Fam

ine of 1905-1906

。

（
７
）
前
掲
『
明
治
三
十
八
年
宮
城
県
凶
荒
誌
』、
吉
田
久
一
『
吉
田

久
一
著
作
集
６　

改
訂
増
補
版　

日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
』

（
川
島
書
店
、
一
九
九
一
年
）。

（
８
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
六
年
一
月
二
七
日
（
朝
刊
）、
四

月
一
三
日
（
朝
刊
）。

（
９
）
前
掲
『
明
治
三
十
八
年
宮
城
県
凶
荒
誌
』。

（
10
）「
米
国
紐
育
市
ク
リ
ス
チ
ン
ヘ
ラ
ル
ト
新
聞
社
主
ド
ク
ト
ル
、

ル
イ
ス
、
ク
ロ
プ
シ
叙
勲
ノ
件
」、JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
）Ref.A

10112630000

、
叙
勲
裁
可
書
・
明
治
四
十

年
・
叙
勲
巻
三
・
外
国
人
一
（
国
立
公
文
書
館
）。

（
11
）U

nited States Geological Survey

（
ア
メ
リ
カ
地
質
調
査

所
）
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
地
震
の
ペ
ー
ジ
（http://

earthquake.usgs.gov/regional/nca/1906/18april/

、
閲
覧

日
：
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
六
日
）。

（
12
）
賀
川
真
理
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
日
本
人
児
童
隔

離
問
題
』（
論
創
社
、
一
九
九
九
年
）、
波
多
野
勝
・
飯
森
明
子

『
関
東
大
震
災
と
日
米
外
交
』（
草
思
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
13
）
同
前
。

（
14
）
金
凡
性
『
明
治
・
大
正
の
日
本
の
地
震
学
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
15
）T

he San Francisco call　

一
九
〇
六
年
八
月
五
日
（
ア
メ

リ
カ
議
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。
同
紙
面
の
一
部
は

W
ikipedia

の
「
大
森
房
吉
」
の
項
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
出
典

に
さ
か
の
ぼ
る
と
記
事
の
全
部
を
閲
覧
で
き
る
。

（
16
）
前
掲
『
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
お
け
る
日
本
人
児
童
隔
離
問

題
』、
前
掲
『
関
東
大
震
災
と
日
米
外
交
』、
五
百
旗
頭
真
編
『
日

米
関
係
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）。

付
記

本
講
演
の
内
容
は
、JSPS

科
研
費25370790

の
助
成
を
受
け
た
研

究
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


